
○２章 連立方程式 学習日 月 日

連立方程式の解き方

年 組 番 名前

●例題１ ●

次の連立方程式を解きなさい

６χ＋７ｙ＝１０…①

３χ＋２ｙ＝－１…②

①－②×２

６χ＋７ｙ＝１０ 一方を消去するた

－）６χ＋４ｙ＝－２ めに、χの係数を

３ｙ＝１２ 揃えた

ｙ＝４

ｙ＝４を①に代入

６χ＋２８＝１０

６χ＝－１８ →61の例題2,4へ

χ＝－３ →63の例題1,2へ

よってχ＝－３、ｙ＝４

問１ 次の連立方程式を解きなさい

（１）
３χ－２ｙ＝１１

２χ＋ｙ＝５

（２）
２χ－ｙ＝－２

３χ－２ｙ＝１

●例題２ ●

次の連立方程式を解きなさい

４χ＋３ｙ＝６…①

３χ－２ｙ＝１３…②

①×２＋②×３

８χ＋６ｙ＝１２ ｙの係数を３と

＋）９χ－６ｙ＝３９ ２の最小公倍数

１７χ ＝５１ ６に揃えるため

χ＝３ χの係数の場合

χ＝３を①へ代入 １２に揃える

４×３＋３ｙ＝６

３ｙ＝－６ →61の例題2,4へ

ｙ＝－２ →63の例題1,2へ

よって、χ＝３、ｙ＝－２

問２ 次の連立方程式を解きなさい

（１）
２χ＋３ｙ＝７

５χ－２ｙ＝８

（２）
２χ－３ｙ＝７

３χ＋４ｙ＝２


